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16年度研究テーマ

15-7-14:アパレルオンデマンドシステムのためのデザイン画を用いた

消費者 WANTマーケティング

ABSTRACT 
For on demand apparel products， it is necessary to catch consumer s wants up. This stu砂 aimsat 
catching consumer s wants up in advance. Showing Design drawing designed by volunteer ye，αrago加

consumer， we search consumer主wants.As a conc/usion 01 this study， we come to the convictiol1 fhaf 
同'ecan cafch consumer s wants in adνance to use fhis method. 

研究目的
今後実現が嘱望されるオンデマンドアパレノレ生産システムにおいて、消費者が望むアパレノレ製

品を早期に確定するため、イメージのデザイン画を 1年前に作成、実際の市場との差異を検証す

る新たなマーケティング手法の構築を目指す。

一年間の研究内容と成果
研究内容

本研究では以下のようなマーケティング手法を構築した。

(1) 消費者によるデザイン画作成(1年前)

(デザイン作成者:20代前半の女性 40名

作成されたデザイン画:53枚)

(2 ) デザイン画をもとにした消費者 WANTの定期的(半年前、 3ヶ月前)調査

調査手法

2. 1 デザイン画を提示し、アンケート調査

(被験者.半年前 20代前半の女性 63名 3ヶ月前 20代前半の女性 51名

ただしデザイン作成者とは異なる)

2.2 アンケート調査より上位デザイン画を選出

2.3 選出されたデ、ザイン画より消費者 WANT要素を抽出

またこのマーケティング手法の有用性を調査結果と実際の市場を比較し、検証する。

研究成果

1年前に描かれたデザイン画をもとに抽出された消費者 WANTが実際の街頭で高い着用率を示

していた。また庖頭の売上においても昨対比で増加傾向にあった。

このことから構築したマーケティング手法により消費者 WANTを迅速に確定するという目的

に対して一定の成果が得られた。

また半年前に消費者 WANTを確定できたということは消費者 WANTが購買直前ではなく比較

的早期に形成され、それが長期間持ち続ける可能性を示唆している。これは半年前と 3ヶ月前の

調査結果に類似点が多く見られたことからも明らかである。

展望
今回の研究において比較的早期においても消費者ニーズを確定することに一定の成果を得た。

今後はこの迅速さを保ったままより精度の高い消費者ニーズ確定を目標に手法を検討し、同時に

オンデマンドアパレル生産、ンステムに組み込むための方法を策定する。
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